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１ 高槻荘（以下「施設」という）における看取り介護の考え方 

人生の最終段階において、その人らしい人生を全う出来るように施設での日常生活

を援助することが我々の使命であり、その総まとめとして看取り介護があります。 

看取り介護とは、医師による病状説明と看取り開始の確認・同意により、近い将来死

に至る事が予見されることを確認した方に対し、過度な治療を排し、身体的・精神的苦

痛、苦悩を出来るだけ緩和し、死に至るまでの期間、その方なりに充実・納得して人生

を全うできるように援助することであり、対象者の尊厳に十分配慮しながら終末期の

ケアを医師・看護職員・生活相談員・介護職員・介護支援専門員・栄養士などの職員と

ご家族がチームとなり行うことです。 

高槻荘では、入居時より終末期に対するご本人やご家族の考え方や意思を確認する

場面を作り看取り開始に備えます。看取り開始後は、本来、看取りの主体となるご家族

と連携を密にとり、諸問題に関する相談など、支援を行います。 

 

２ 終末期にたどる経過とそれに応じた介護の考え方 

① 看取り介護の開始時期 

医師が一般的に認められている医学的知見に基づき回復の見込みがないと診断した

方に対して、病状説明を行います。施設での看取り介護を希望される場合、別紙【看

取り介護に関する同意書】への署名をもって、ご家族の看取り介護の意思確認がされ

た時点で看取り介護が開始されます。 

② 看取り介護の経過 

看取り期に入りますと様々な体調の変化が見られます。体調の変化は人ぞれぞれで

すが、ステージⅠからステージⅢに分けられます。 

Ⅰ 死期を予見するような様態変化の時期  

【看取り開始から 1 週間前程度の時期】 

  食事の量が減ったり、眠っている時間が増えたりします。私たちはそれを自然な流

れととらえ、ご本人の苦痛にならない事を最優先に介護を行います。 

Ⅱ 危篤徴候の出現した時期 【1 週間から看取り数時間前の時期】 

  呼吸が不規則になったり、血圧が測定できなかったりと明らかな身体の変化が見

られる時期であり、食事が全くとれなかったり、また細かな様子観察が必要な時

期でもあります。 



Ⅲ 最後の看取り時期 【1 日～臨終】 

  言葉かけへの反応もなくなり、穏やかに死を迎える時期です。最後まで言葉は聴こ

えていると言われています。私たちは最後まで寄り添い、その人らしい最後を迎え

られるよう支援します。 

 

3 施設において看取りに際して行いうる医療行為の選択肢 

① 急変時や終末期における医療等に関する意思確認 

 管理医師と事前に協議した上で、「緊急時医療行為の意向確認書」を作成し、ご本

人やご家族に説明を行います。意思の確認にあたっては、ご本人やご家族にわかりや

すい資料を提供して充分な説明を行います。 

② 施設において看取りに際して行うことのできる医療行為の選択肢 

施設で提供する医療行為については、管理医師や看護職員等からご本人やご家族が

充分に理解できるよう説明します 

    

4 医師や医療機関との連絡体制 

① 医師、医療機関との連絡体制 

施設には常勤医師の配置は無く、臨終の際に医師が立ち会えない場合があります。

協力医療機関とは 24 時間連絡体制を整備しています。 

② 看護職員との連絡体制 

看護職員とは 24 時間オンコール体制を整備しています。 

 

5 入居者等への情報提供及び意思確認方法 

① 定期的に担当者会議を開催し、情報の提供と意思確認を行います。 

② 状態の変化があった場合は、随時ご家族に対して情報の提供を行い、ご家族と 

施設職員が協同して、看取り介護が行えるように努めます。 

 

6 ご家族への心理的支援に関する考え方 

① 大切な人（ご本人）の死と向き合うご家族の気持ちをくみ取り、不安を少しでも和

らげるよう、こまめな情報の伝達と、相談しやすい関係を築きます。無理なく可能

な範囲で付き添いとケアへの参加ができ、ご家族にとって納得のいく看取りとなる

ように支援します。 

  

7 指針の変更について 

① 医師、看護職員、介護職員、介護支援専門員その他職種の者による協議の上、施設

における看取り介護の実績等を踏まえ、適宜、看取り介護に関する指針の見直しを



行います。 

 

附則 

この指針は、平成 18 年 4 月 1 日作成 

この指針は、令和 2 年 4 月 1 日改定 

 


